
 
 

 

【別紙】 

《市長の施政方針より》 

 

２ 「今」を生きる責任、「未来」へのメッセージ 

本年は、「 今」 取り 組ま な け ればな ら な い 施策に 責任を 持っ て

取り 組むと と も に 、将来を 見据え 、「 未来」に 向け た 思い を 込め 、

５ つ の取組を 進めて ま い り ま す。 ま ず、 第一に「 未来」 を 担う 子

ど も た ち のた め、 教育のま ち の推進に 向け た 取組を 進めて い き

ま す。 次に 、 本市が持つ 優れた 地域資源（ 三木ブ ラ ン ド ） の魅力

を「 未来」 に 向け て 向上さ せる 取組、 ３ つ 目に「 未来」 の三木市

のた め、 地域の活力を 向上さ せる た めの取組、 ４ つ 目に 市民が

安全で 、 安心し て 暮ら せる よ う 、「 今」 責任を 持っ て 進める ま ち

づ く り の取組、 そ し て 最後に 、 将来に 向け て 、「 今」 取り 組ま な

け ればな ら な い 持続可能な 行政運営の基盤づ く り の取組の私の

考え を 述べさ せて い た だ き ま す。  

 

 （1） 教育のまちの推進 

第一の取組で あ る 教育のま ち の推進に つ い て 申し 上げま す。  

子ど も た ち に 、 学力を はじ め、 共に 生き る 力、 健やかな 心と

体を 育むた め、 施設一体型小中一貫校を 設置し 、 よ り 質の高い

教育を 実現し ま す 。 ま ずは、 吉川地域に お け る 施設一体型小中
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一貫校の整備に 向け 、 地域協議会や教職員部会に お い て 協議を

行い な がら 、 進めて い ま す 。 昨年１ １ 月に は、 総合教育会議に

お い て 、 吉川地域に お け る 施設一体型小中一貫校の学校用地を

閉校後の吉川高校と す る 方針を 決定し ま し た 。 現在、 兵庫県に

対し て 申し 入れを 行っ て お り 、 小中一貫校の設置に 向け た よ り

具体的な 協議を 進めて ま い り ま す 。  

本市は、 国のＧ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル構想に 先駆け て 、 令和元年度

から 市内の小・ 中・ 特別支援学校の児童生徒へのタ ブ レ ッ ト 端

末の配備を 始めま し た 。 令和７ 年度は、 児童生徒１ 人に １ 台整

備し た タ ブ レ ッ ト 端末を 更新し 、 子ど も た ち の学び を さ ら に 支

援し て ま い り ま す 。  

ま た 、 子ど も た ち の学び の環境を 向上さ せる と と も に 、 災害

時の避難所に お け る 生活環境を 向上さ せる た め、 学校体育館へ

の空調設備の整備を 進めま す 。 ま ずは、 三木中学校を モ デ ル校

と し 、 効率的で 効果的な 空調設備の整備内容を 検討し 、 今後計

画的に 空調設備の整備を 進めま す。  

さ ら に 、 重要な 課題で あ る 不登校児童・ 生徒への支援を 充実

さ せま す 。 不登校や不登校傾向に あ る 児童生徒への支援を 行う

不登校対策指導員を 増員し 、 すべて の中学校に １ 人ずつ 配置す

る と と も に 、 小学校２ 校に も 配置し ま す 。 教育委員会に ２ 人配

置し て い る 不登校対策指導員、 教育セ ン タ ー に ２ 人配置し て い
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る 「 みっ き ぃ ルー ム 指導員」 と と も に 、 登校し づ ら い 児童生徒

や教室に 入り づ ら い 児童生徒の学習支援や心のケ ア を 行う こ と

に よ り 、 子ど も た ち の状況に 応じ て 社会的自立を 支援し ま す。

本市で は、 不登校対策指導員や学校看護員、 特別支援教育指導

補助員、外国人児童生徒指導補助員な ど を き め細やかに 配置し 、

誰一人取り 残さ な い 学びを 保障し ま す。  

現在、 本市で は、 国の方針に 基づ き 、 学校部活動の地域ク ラ

ブ 活動への展開を 進めて い ま す 。 昨年１ １ 月に は、「 三木市に お

け る 地域ク ラ ブ 活動展開ガ イ ド ラ イ ン 」 を 策定す る と と も に 、

地域ク ラ ブ に 関す る 講演会を 開催し 、 １ ２ 月に は地域ク ラ ブ の

展開に 関す る 説明会を 開催し ま し た 。 令和７ 年度に は、 地域ク

ラ ブ の設立や運営を 支援す る 地域ク ラ ブ 活動コ ー デ ィ ネ ー タ ー

を 教育委員会に 配置し ま す 。 ま た 、 地域ク ラ ブ 活動推進協議会

を 設置し 、 持続可能な 地域ク ラ ブ 活動の体制に つ い て 協議を 行

っ て ま い り ま す。 令和１ ０ 年 1 月から 、 平日・ 休日を 合わせた

地域ク ラ ブ 活動のス タ ー ト を めざ し 、 取組を 進め、 将来に わた

り 子ど も た ち がス ポ ー ツ ・ 文化芸術活動に 継続し て 親し むこ と

がで き る 機会を 確保し ま す 。  

合わせて 、 本市の地域ク ラ ブ 展開の先行事業と し て 、 本年４

月に は、 本市の地域資源を 活かし た ゴ ルフ ク ラ ブ を 創設す る 予

定で す 。 先月に は、 ゴ ルフ ク ラ ブ の創設に 向け 、 小学６ 年生及
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び 中学１ ・ ２ 年生を 対象に 、 ゴ ルフ 体験会を 開催し 、 １ ６ 人の

参加があ り ま し た 。 子ど も た ち がゴ ルフ に 触れ、 楽し む環境が

あ る 、 こ れを 本市の教育の魅力と し て 発信し て ま い り ま す 。  

令和５ 年度から 導入し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ールに つ い て 、

令和７ 年度は三木中学校及び 三木東中学校に 導入し 、 市内全中

学校に コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ルの導入が完了す る と と も に 、 三

木特別支援学校に も 導入し ま す 。 今後は、 さ ら に 小学校への導

入を 予定し て い ま す 。 学校と 地域が子ど も た ち のよ り 豊かな 学

びや育ち に つ い て 、と も に 考え 、実践し て い く 取組を 進めま す。  

地域で 子ど も を 育て る 環境づ く り を 進め、 我が子の教育は三

木で 受け さ せた い と 思っ て い た だ け る よ う 、 取組を 進めて ま い

り ま す。  

 

 （２）地域資源（三木ブランド）の魅力向上 

第二の取組で あ る 、 三木金物、 酒米山田錦、 ゴ ルフ に 加え 、 防

災と い う 本市の優れた 地域資源の魅力向上に つ い て 申し 上げま

す。  

ま ず、 三木金物に つ い て は、 ２ ０ ２ ５ 大阪・ 関西万博で の「 金

物鷲」 と 福井県越前市の越前打刃物で 組み立て た 「 昇龍」 を 共

同展示し ま す 。 世界に 向け 伝統工芸品と し て の魅力を 発信し 、

そ の魅力を 伝え る こ と で 、 多く の方に 三木金物を 知っ て い た だ
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き ま す。  

ま た 、 三木金物商工協同組合連合会に 対し 、 三木金物の魅力

を Ｐ Ｒ す る た めの国内や海外で 実施さ れる 見本市への出展を 支

援し ま す。  

大阪・ 関西万博や見本市で 、 三木金物の魅力を 発信す る こ と

で 、 三木金物の認知度の向上を 図り 、 受注額の増加に つ な げて

ま い り ま す 。 三木金物の魅力を 最大限に Ｐ Ｒ し 、 三木金物のブ

ラ ン ド 力の向上を めざ し ま す。  

 

 先月２ ４ 日、 三木市を 含む北播磨・ 六甲山北部地域の「 兵庫

の酒米「 山田錦」 生産シ ス テ ム」 が日本農業遺産に 認定さ れま

し た 。 酒米の特性や気候風土に 適応し た 栽培技術や、 酒米産地

と 酒造家が結びつ き 相互扶助する 「 村米制度」 が継承さ れて い

る こ と な ど が認めら れた も ので す 。 こ れは、 日本一の酒米、 山

田錦のブ ラ ン ド 力のさ ら な る 向上に 資する も ので あ り ま す 。  

 ま た 、 昨年１ ２ 月に は、 日本酒な ど 日本の「 伝統的酒造り 」 が

ユ ネ ス コ の無形文化遺産に 登録さ れま し た 。 世界が日本酒に さ

ら に 関心を 持つき っ かけ と な る も ので あ り ま す。  

こ れら の遺産登録等を 機に 、 質量と も 日本一を 誇る 三木市の

地域資源の一つ で あ る 「 山田錦」 の価値を 広く 発信し 、 集落営

農や「 村米制度」 と い っ た 地域ぐ る みの取組を 基盤と し た 後継
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者の育成に 繋げる こ と で 、 さ ら な る ブ ラ ン ド 力の強化を 進めて

ま い り ま す 。  

さ ら に 、「 道の駅よ かわ」 が４ 月２ ２ 日に オ ー プ ン し ま す 。 山

田錦の館の農産物直売所等を リ ニ ュ ー ア ルし 、 農産物を はじ め

加工品、土産物も 含めた 取扱商品の充実な ど に よ り 魅力を 高め、

利用客の増加に つ な げる と と も に 、 観光情報を 発信す る な ど 、

地域に 更な る に ぎ わい を 創出し ま す 。 加え て 、「 道の駅よ かわ」

を 「 地域お こ し 」 の活動拠点と し 、 地域や関係機関及び 三木市

地域お こ し 協力隊と と も に 、 農村の活性化に 取り 組みま す 。 三

木市地域お こ し 協力隊は、 全国から 農業者を めざ す 若者を 募集

し 、「 道の駅よ かわ」 で 地域づ く り 活動に 従事する 傍ら 、 農業経

営を 学ぶこ と がで き ま す 。 協力隊の期間終了後も 三木市に 定住

し て い た だ く こ と で 、将来の担い 手と な る 若者の流入を 促進し 、

農村の持続可能な 活力の維持を 図り ま す。  

 

次に 、「 ゴ ルフ のま ち 三木」 のブ ラ ン ド の振興に つ い て は、 来

月、 本市で 春高・ 春中ゴ ルフ を 開催し ま す 。 春高・ 春中ゴ ルフ に

つ い て は、 今後も 恒久的に 本市で 開催し ま す 。 本市で は、 春高・

春中ゴ ルフ に 加え 、「 全国中学生Ｈ ｉ ｇ ｈ  Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ 教育

合宿」 と 「 全国高校生強化合宿兼選考会」 の合同開催や小学生

を 対象と し た「 ス ナ ッ グ ゴ ルフ 対抗戦Ｊ Ｇ Ｔ Ｏ カ ッ プ 全国大会」
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を 開催し て お り 、 ジ ュ ニ ア ゴ ルフ ァ ー の聖地化を めざ し て 取り

組ん で い ま す。  

ま た 、 昨年３ 月に 初めて 開催し た「 ゴ ルフ ま つ り 」 を 、 今年も

春高・ 春中ゴ ルフ の開催に 合わせ、 来月２ ０ 日に 開催し ま す。

ゴ ルフ に 親し みを 持っ て も ら う こ と を 目的に 、 こ れから ゴ ルフ

を 始める 方やゴ ルフ に な じ みのな い 方も 気軽に 楽し める よ う な

イ ベ ン ト と し て 開催し 、 ゴ ルフ 人口のす そ 野を 広げる 取組で も

あ り ま す 。 金物ま つ り 、 山田錦ま つ り と 並ぶ三木市を 代表する

祭り と し て 、 今後も 継続し て 実施し ま す。  

さ ら に 、 関西国際大学に は、 令和８ 年度、 経営学部に「 ゴ ルフ

マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス 」 が新た に 設置さ れる 予定で す 。 こ れは、

ゴ ルフ 場のマ ネ ー ジ ャ ー 候補生の養成を めざ すも ので 、 地域資

源の活用と 地域の産業に お け る 担い 手不足の解決を 図る 取組で

す 。 同大学で は、 ゴ ルフ サー ク ルのゴ ルフ 部への昇格も 検討さ

れて お り 、 ゴ ルフ のま ち 三木のブ ラ ン ド 力のさ ら な る 向上に つ

な がる も のと 期待し て い ま す 。 今後、 同大学、 三木市ゴ ルフ 協

会、 三木市の連携を さ ら に 深めて い き ま す。  

 

 次に 、 阪神・ 淡路大震災から ３ ０ 年の節目の年に 当た り 、「 防

災のま ち 三木」 と し て の取組も 進めて ま い り ま す 。 避難所の生

活環境を 向上さ せる た め、自走式水洗ト イ レ カ ーを 整備し ま す 。
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災害時に は、 被災地へ速やかに 移動し 、 快適な ト イ レ を 使用す

る こ と がで き ま す 。避難所で のト イ レ 対策は非常に 重要で あ り 、

適切に 対策を 講じ る こ と で 、 避難者の健康と 衛生状態を 確保し

ま す 。 ま た 、 大規模災害時に 生活用水の確保及び 公衆衛生の維

持を 図る た め、 個人や事業所が所有す る 井戸を 開放し て い た だ

く 「 災害時協力井戸」 の登録を 進めま す 。 ご 協力い た だ け る 井

戸に つ い て は、 登録時に 水質検査を 行い 、 災害に 対す る 備え を

し っ かり と 行い ま す 。  

消防力の強化に も 注力し て ま い り ま す 。 吉川分署の移転、 建

替え を 進めて お り 、 本年６ 月に 供用開始の予定で す 。 ま た 、 水

難事故な ど に お け る 要救助者の救出を 安全かつ 確実、 迅速に 行

う た め、 水難救助のた めの隊員の養成や水難救助資器材の整備

を 行い 、 水難救助隊の設置を 進めま す 。 多発化、 激甚化す る 災

害に 対応し 、 市民の生命を 守る 体制を 整え ま す 。  

 

（3） 地域の活力向上 

第三の取組で あ る 地域の活力向上に つ い て 申し 上げま す。  

多世代の住民が快適で 永続的に 循環し な がら 住み続け ら れる

ま ち を めざ す 、 青山７ 丁目団地再耕プ ロ ジ ェ ク ト に 引き 続き 取

り 組みま す 。 先月２ ３ 日に は、 青山７ 丁目に 整備す る 交流拠点

施設の起工式が行われま し た 。 こ の交流拠点は、 地域住民が集
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い 、 世代を 超え た 交流を 促進し 、 ま ち の魅力を 向上さ せる た め

の重要な 拠点と な り ま す 。 令和７ 年度は建築工事を 進め、 選定

事業者と 施設運営に つ い て 協議し 、 令和８ 年３ 月の開設に 向け

て 進めて ま い り ま す 。 ま た 、 同じ く 青山７ 丁目に 整備さ れて い

る 高齢者福祉施設に つ い て は、 来月のオ ー プ ン に 向け 、 準備が

進めら れて い ま す 。  

未来を 担う 若者が輝け る 環境を つ く る こ と で 、 将来に 向け て

持続可能な 三木市が実現す る と 考え ま す 。 特に 、 雇用の面で 、

若者が働き やすい 環境を 整備する こ と が重要で す。  

ま ずは、 若者が働き やす い 職場環境を 整備す る 事業者への支

援を 行い ま す 。 職場の温度、 湿度、 臭気、 騒音、 粉塵の対策のた

めの設備の導入や女性用ト イ レ 、 ロ ッ カ ー ルームな ど の整備、

働き やす い 動線の確保な ど 、 若者が働き やす い 環境整備を 支援

し ま す 。 ま た 、 奨学金の貸与を 受け て い た 方が市内企業に 就職

する 場合は、そ の返済を 支援し 、若手人材の確保に つ な げま す。

若手人材の確保を さ ら に 支援する た め、 市内企業の就職情報サ

イ ト への掲載に 係る 経費を 支援す る と と も に 、 東京圏内の大学

に 通う 学生が、 市内への移住を 伴う 県内への就職のた めに 、 県

内企業の面接等に 参加する 交通費を 支援し ま す。  

農業の担い 手不足が進む中、 担い 手確保を 推進す る た め、 若

者の就農も 支援し ま す 。 就農希望者の農業イ ン タ ー ン シ ッ プ の
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受入体制づ く り の支援や就農に 向け た 研修期間の交通費の支援、

新規就農者の三木市への移住支援を 行う こ と に よ り 、 若者が就

農し やす い 環境を 整備し ま す 。 若者を 本市に 呼び 込み、 地域の

活力向上に 資する よ う 、 取り 組んで ま い り ま す。  

雇用の場の確保に つ い て は、 県市共同に よ る ひょ う ご 情報公

園都市第２ 期工区の整備に 向け た 検討、 協議を 進めて ま い り ま

し た 。 県企業庁が産業用地の購入・ 造成を 行っ て き た 「 地域整

備事業」 に つ い て 、 企業債の償還が課題と な っ て お り 、 県が外

部有識者に よ る 委員会に お い て 、 今後の収支見通し 等を 検証す

る と と も に 、 今後のあ り 方を 検討する こ と と な り ま し た 。  

令和６ 年度は、 県に お い て 、 民間と の連携も 含め、 地域活性

化等を 見据え た 活用策に つ い て 検討す る た め、 民間事業者への

サウ ン デ ィ ン グ 調査を 行い ま し た 。 参加事業者から は、 イ ン タ

ー チ ェ ン ジ や阪神間へのア ク セ ス が良好で 、 開発のポ テ ン シ ャ

ルが高い と の評価を 得て い ま す 。 こ の結果を 踏ま え 、 県から 、

県・ 市に 民間を 加え た 公民連携に よ る 産業団地化を 進める と の

改革案が示さ れま し た 。 市と し て は、 雇用の場の確保や市の活

性化のた めに 重要な 事業で あ る こ と から 、 今後も 、 県と 歩調を

合わせて 取り 組んで ま い り ま す 。  

地域住民の移動手段の確保に つ い て も 、 取り 組みま す 。 こ れ

ま で も デ マ ン ド 型交通「 チ ョ イ ソ コ みき 」 の吉川地区で の運行
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や、 口吉川ふれあ い バス が地域外で あ る 「 フ レ ッ シ ュ バザール

三木吉川店」 ま で 運行し 、 高齢者等の通院や買い 物等に 利用い

た だ け る よ う 、 利便性を 向上さ せて ま い り ま し た 。 令和７ 年度

に は、 デ マ ン ド 型交通の運行地区を 拡大し 、 新た に 「 三木南地

区」、「 別所地区」、「 志染地区」 に お い て 令和７ 年１ ０ 月に 導入

する 予定で す。  

社会情勢の変化や市を 取り 巻く 様々な 課題に 対応す る た め、

市全体の土地利用方針で あ る 都市計画マ ス タ ー プ ラ ン を 見直し

ま す 。 合わせて 、 厳し い 建築制限が行われて き た 市街化調整区

域に お い て 、 地域の意向に 即し た 弾力的かつ 柔軟な 土地利用を

図る た め、 土地利用基本計画を 見直し ま す 。  

三木の活性化に つ な がる 、 う れし い 話題があ り ま す 。 ネ ス タ

リ ゾ ー ト 神戸を 運営し て い る サムテ ィ 株式会社が社会人野球チ

ー ムを 発足し 、 本年から 活動を 開始し ま す 。 ネ ス タ リ ゾ ー ト 神

戸に 拠点を 置き 、 練習拠点も 三木総合防災公園野球場と す る な

ど 、三木市に 根差し た 活動を 行われま す。ユニ フ ォ ー ムに も「 三

木市」 の名前が入り ま す。三木市に 根差し た 野球チ ー ムと し て 、

今後の活躍を 期待し て い ま す 。  

 

（４）安全安心なまちづくり 

第四の取組で あ る 安全安心な ま ち づ く り に つ い て 申し 上げま
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す。  

２ ０ 年、 ３ ０ 年先を 見据え 、 将来に わた っ て 市民が安全で 、

安心し て 暮ら せる ま ち づ く り を 進めて ま い り ま す 。  

本市で は、 令和５ 年度に 「 第１ ０ 次三木市交通安全計画」 を

策定し 、 高齢者や子ど も 等の交通弱者の安全確保を 最重点に 取

り 組むこ と と し て い ま す 。 令和７ 年度から ９ 年度ま で の３ 年間

を 重点期間と し 、「 交通安全対策３ か年重点プ ロ ジ ェ ク ト 」 に 取

り 組みま す 。 交差点に お け る 防護柵等の設置や横断歩道のカ ラ

ー化な ど 交通環境を 整備す る と と も に 、交通安全教育を 拡充し 、

高校生や外国人等に 対す る 自転車の運転に 関す る 啓発な ど を 行

い 、 安全意識の醸成を 進めま す。  

ま た 、 犯罪の抑止、 早期解決のた め、 市に よ る 防犯カ メ ラ の

設置を 進めま す。 令和６ 年度から の３ か年で 計画的に 設置を 進

めて お り 、 令和７ 年度は不特定多数の方が利用す る バス 停留所

周辺や市境の幹線道路等に 防犯カ メ ラ を 設置し ま す 。合わせて 、

防犯カ メ ラ を 設置す る 自治会な ど 地域団体等に 対す る 補助に つ

い て 、 新規設置への補助に 加え 、 法定耐用年数を 経過し た 防犯

カ メ ラ の更新に 係る 費用への補助も 行い ま す 。 市に よ る 防犯カ

メ ラ の設置に 加え 、 地域団体等に よ る 防犯カ メ ラ の設置及び更

新も 推進し 、 チ ーム三木に よ る 犯罪抑止の取組を 進めま す 。  

安心し て 子育て がで き る ま ち づ く り を 進め る た め、 妊娠から
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出産、 子育て ま で 、 切れ目のな い 支援を 充実さ せま す 。 妊婦健

診費及び１ か月児健診費の助成額を そ れぞれ増額し ま す 。ま た 、

一般不妊治療費への助成制度に つ い て 、 所得制限を 撤廃し 、 よ

り 多く の方に 経済的な 不安な く 不妊治療を 受け る こ と がで き る

制度と し ま す 。 昨年４ 月に 設置し た 妊産婦、 子育て 世帯、 こ ど

も への一体的な 相談支援を 行う 「 こ ど も サポ ート セ ン タ ー 」 に

つ い て は、 窓口を 児童セ ン タ ー に 一元化す る こ と で 、 利便性の

向上を 図り ま す。  

生涯を 通し て 安心し て 暮ら す た めに は、 健康寿命の延伸が重

要で す。  

令和５ 年度から 実施し て い る 「 みっ き ぃ シ ニ ア ☆健康サポ ー

ト 事業」 に つ い て 、 令和７ 年度は、 三木、 三木南、 別所地区に 実

施地域を 拡大し 、 市内全域で 事業を 実施し ま す 。 フ レ イ ル予防

の３ 本柱で あ る 口腔機能の維持と 栄養、運動、社会参加を 軸に 、

保健師や管理栄養士な ど 専門職が積極的に 関わり な がら 、 保健

事業を 展開し て ま い り ま す 。 高齢者が住み慣れた 地域で 健康に

生活を 送れる よ う 、 事業を 推進し 、 健康寿命の延伸に つ な げま

す。  

ま た 、 ６ ５ 歳以上のフ レ イ ル該当者に 対し 、 短期集中型のフ

レ イ ル予防プ ロ グ ラ ム に 取り 組ん で い た だ き 、 運動習慣の定着

と 社会参加の促進を 図り ま す 。 さ ら に 、 高齢者が寝た き り や要

13



 
 

 

介護状態に な る 原因のひ と つ で あ る 転倒時の骨折を 防ぐ た め、

７ ５ 歳以上の後期高齢世代の骨粗し ょ う 症検診を 無償化し 、 骨

粗し ょ う 症の予防及び 治療に つ な げま す 。 健康寿命の延伸に よ

り 、 い つ ま で も い き い き と 元気に 暮ら せる ま ち を めざ し ま す 。

加え て 、 高齢者や障がい 者等の権利擁護支援に 係る 中核機関を

設置し 、 適切な 権利擁護支援を 行い ま す 。 中核機関の設置に 当

た っ て は、 権利擁護の多様な 主体の連携強化、 三木市成年後見

支援セ ン タ ー の相談支援機能の強化、 中核機関を 構成す る 関係

課等の連携会議を 開催する な ど に よ り 、推進体制を 強化し ま す 。 

こ れら 多様化、 複雑化す る 健康福祉部門の課題に 対し 、 迅速

かつ 的確に 対応で き る よ う 、「 こ ど も サポ ート セ ン タ ー 」 の窓口

の一本化を 含む、 健康福祉部の組織の再編を 行い ま す 。 市役所

３ 階フ ロ ア の配置も 見直す こ と で 、 市民の利便性を 向上さ せる

と と も に 、 業務の効率化も 図り ま す。  

令和７ 年度に 兵庫県が全県展開を 進めて い る 救急安心セ ン タ

ー 事業に 三木市も 参画し ま す 。 急な ケ ガ や病気を し た と き に 、

救急相談や適切な 医療機関の案内を 行う も ので 、 ２ ４ 時間 

３ ６ ５ 日い つ で も 「 ♯７ １ １ ９ 」 を ダ イ ヤルする こ と で 、 電話

相談す る こ と がで き ま す 。 市民が安心し て 生活で き る 体制を さ

ら に 整え ま す。  

ご み処理施設及び し 尿処理施設に つ い て も 、 将来に 向け て 、
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三木市が責任を 持っ て 安定的に ご み処理、 し 尿処理がで き る よ

う 進めて ま い り ま す。  

次期ご み処理施設に つ い て は、 三木市単独で 新設す る こ と を

決定し 、 事業費縮減の検討な ど に よ り ２ 年間中断し て い た 事業

を 再開し て 、 令和１ ３ 年度の稼働を めざ し ま す 。 次期ご み処理

施設の整備に 当た っ て は、 引き 続き 初期の建設費及び そ の後の

運営経費の縮減を 検討す る と と も に 、 設計及び 工事等の発注に

向け て 進めて ま い り ま す 。 ク リ ー ン セ ン タ ー に つ い て は、 リ ニ

ュ ー ア ル工事を 実施し 、 汚泥再生処理セ ン タ ー と し て 整備し ま

す。  

市民が安全に 、 安心し て 、 暮ら す こ と がで き る ま ち づ く り を

進めて ま い り ま す 。  

 

（5） 持続可能な行政運営 

第五の取組で あ る 持続可能な 行政運営に つ い て 申し 上げま す。 

三木市で は、「 誇り を も っ て 暮ら せる ま ち 三木 ～チ ー ム三木

に よ る 協働のま ち づ く り ～」 を ま ち の将来像に 掲げ、 令和２ 年

度から 令和１ １ 年度ま で を 計画期間と す る 三木市総合計画を 策

定し 、 ま ち づ く り を 進めて い ま す 。 昨年１ ２ 月に は、 社会情勢

の変化等に 対応で き る よ う 、 三木市総合計画基本計画の改訂を

行い ま し た 。 変化す る 社会情勢に し っ かり と 対応し 、 将来を 見
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据え た ま ち づ く り を 進めま す。  

持続可能な 行政運営のた めに は収入の確保が不可欠で す 。 自

主財源の確保のた め、引き 続き ふる さ と 納税の推進を 図り ま す 。 

魅力あ る 返礼品の開発を 進めて お り 、 令和６ 年度は、「 ふる さ

と 納税型ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ 」 を 活用し た 返礼品開発に 取

り 組ん で い ま す 。 酒米山田錦の魅力を さ ら に 広げる 返礼品の開

発を めざ す も ので す 。 魅力あ る 返礼品に よ り 、 ふる さ と 納税の

更な る 推進を 図り ま す 。  

ま た 、 企業版ふる さ と 納税に つ い て も さ ら に 推進し ま す 。 三

木市を 応援し て い た だ け る 事業者と 連携し 、 地域の課題解決を

めざ し ま す 。 令和６ 年度は、 チ ャ レ ン ジ す る な ら 三木と し て 、

企業版ふる さ と 納税を 活用し 、 三木で のチ ャ レ ン ジ を 支援し て

い ま す 。 ロ ボ ッ ト 技術で ゴ ルフ 産業を 支え る 実証事業や匂い を

デ ジ タ ル化で き る 先端技術を 活用し た 実証事業に つ い て 、 企業

版ふる さ と 納税で 応援い た だ き 、 地域課題の解決に つ な げる も

ので す 。 官民連携に よ る 課題解決の仕組みを 定着さ せ、 持続可

能な 事業推進を 図り ま す 。  

三木市公共施設再配置計画に 基づ き 、公共施設等の適正規模、

適正配置を 進めて い ま す 。 そ の中で 、 中央公民館、 市民活動セ

ン タ ー 、 高齢者福祉セ ン タ ー 、 高齢者大学・ 同大学院の複合施

設の整備に 向け て 進めて お り 、 三木商工会議所も 参画す る かた
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ち で 取り 組ん で い ま す 。 来月に は基本計画を 策定し 、 令和７ 年

度に は複合施設の設計、施工等を 行う 事業者の選定を 進めま す 。 

こ のた び の施設の複合化は、 設置目的が類似する 近隣施設の

機能を 集約す る こ と で 利便性及び 市民サー ビ ス の向上を 図る と

と も に 、 施設稼働率の向上に よ る 効率的な 管理運営を 図ろ う と

す る も ので す 。 現在の中央公民館と 三木商工会館の敷地内で の

整備の中で 、 民間事業者のノ ウ ハウ を 活かす こ と に よ り 、 施設

周辺地域のに ぎ わい の創出及び活性化に つ な げま す。  

 

３ 各会計の当初予算並びに３月補正予算の概要 

令和７ 年度の一般会計に つ い て は、 総額４ １ ０ 億円、 昨年度

と 比較し て １ ９ 億５ 千万円、 率に し て ５ ． ０ ％の増額と な り 、

過去最大規模の予算編成と な り ま し た 。  

し 尿処理施設の整備やタ ブ レ ッ ト 端末の更新な ど に 加え 、 物

価高騰や人件費の上昇な ど の影響に よ り 予算規模は大き く 増額

と な り ま す 。  

一般会計を 含む特別会計、 企業会計の歳出予算の合計に つ き

ま し て は、 総額６ ６ ６ 億４ 千３ ８ ８ 万２ 千円で 、 前年度と 比較

し て ３ ． ２ ％、 金額に し て ２ ０ 億８ 千６ ７ ７ 万５ 千円の増額と

な っ た 次第で す。  
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一般会計の歳入の主な も のと し ま し て は、 ま ず、 市税は、 対

前年度比で ３ ．５ ％、３ 億８ 千６ ８ ２ 万３ 千円の増収を 見込み、

１ １ ４ 億８ 千６ ２ ３ 万７ 千円と し て い ま す。  

市税の内訳と し ま し て 、 市民税で は、 個人市民税が令和６ 年

度の定額減税に よ る 減収分の回復に よ り 、 ３ 億２ 千４ ０ ０ 万円

の増収で ３ ６ 億２ 千５ ０ ０ 万円、 ま た 、 固定資産税に つ い て は

９ 千６ ９ ０ 万３ 千円の増収で ５ ６ 億３ 千８ ２ １ 万７ 千円を 見込

んで い ま す 。  

地方交付税に つ い て は、地方財政計画がプ ラ ス １ . ６ ％の伸び

と な っ て い ま すが、 普通交付税は令和６ 年度の算定結果を 踏ま

え 、前年度比１ ．７ ％減の５ ６ 億６ 千７ ０ ０ 万円を 見込みま す。  

一方、 地方交付税総額の不足分を 補う 臨時財政対策債は、 国

に お い て 平成１ ３ 年度の制度創設以来、 初めて 新規発行額を ゼ

ロ と す る た め、 市に お い て も 予算を 計上し て い ま せん。  

全体の収支不足に つ き ま し て は、 ２ ７ 億５ 千７ ７ ９ 万１ 千円

を 基金から 取り 崩し 、 収支の均衡を 図っ て い ま す。  

 

特別会計に つ き ま し て は、  

国民健康保険特別会計   ８ ０ 億６ 千３ ０ ０ 万円 

介護保険特別会計      ８ ３ 億５ 千７ ０ ０ 万円 

後期高齢者医療事業特別会計  １ ８ 億１ 千９ ０ ０ 万円 
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学校給食事業特別会計    ３ 億２ 千５ ０ ０ 万円 

合計     １ ８ ５ 億６ 千４ ０ ０ 万円 

 

企業会計で は、  

水道事業会計    ２ ４ 億７ 千１ ６ ８ 万円 

下水道事業会計    ４ ６ 億８ ２ ０ 万２ 千円 

合計      ７ ０ 億７ 千９ ８ ８ 万２ 千円 

と な っ て い ま す。  

ま た 、 令 和 ６ 年 度 ３ 月 補 正 予 算 に つ き ま し て 、 一 般 会 計 は  

３ 億５ 千６ ９ ９ 万円を 増額し て い ま す。  

内訳と し て 主な も のは、 青山７ 丁目団地再耕プ ロ ジ ェ ク ト に

お け る 交流拠点施設等の整備費用と し て ５ 億円を 、 ま た 、 国の

補正予算を 活用し た 学校施設の改修に ２ 億６ 千９ ２ ３ 万８ 千円

を そ れぞれ増額し て い ま す。  

こ のほか、 障害福祉サー ビ ス 給付費及び 認定こ ど も 園等給付

費の増額、 再算定に よ り 追加で 交付さ れた 普通交付税３ 億５ 千

２ ５ ５ 万８ 千円のう ち １ 億３ 千１ ４ 万円の減債基金への積立な

ど を 増額し て い ま す 。  

一方、 令和６ 年度中の各事業の予算の執行見込みに 合わせ、

不用額１ １ 億２ ９ ９ 万４ 千円を 減額し て い ま す。  
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特別会計及び企業会計に つ き ま し て は、  

国民健康保険特別会計   ２ 億７ 千９ ４ ９ 万５ 千円を 増額 

介護保険特別会計     １ 億２ 千５ ６ ５ 万８ 千円を 増額 

後期高齢者医療事業特別会計  １ 千４ １ １ 万３ 千円を 減額 

学校給食事業特別会計         ３ ０ ５ 万円を 増額 

下水道事業会計         ２ 千３ ９ ６ 万２ 千円を 増額 

し よ う と する も ので す。  
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